
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  

令和 ５年 １月２０日 むさし公民館だより 

むさし公民館だより 
 

第 0１４号 

◆発行◆ 

武蔵中央公民館 

館長 瀧口新一 

あけましておめでとうございます 

新春を迎え心からお慶び申し上げます 

「子ども・若者育成支援強化月間」の国東市青少年健全育成市民会議武蔵支部街頭啓発活動  

期日：令和４年１１月１８日（金） 場所：武藏町古市交差点にて 

 

中央公民館改修工事も予定より完成が遅れますが９月には新装になった中央公民館を披露できるよう

になります。 

さて、公民館活動の事業を推進するうえの東・西地区公民館の公民館推進委員の選任にあたり、各区

長様のご理解・ご協力いただき無事に自治区からの代表者を選任することができました。これからの公

民館活動を機能させるには、地域との「つながり」が重要です。地域や学校など様々なところで「つな

がり」を大切にしていきたいと考えています。その「小さな拠点」に公民館がなれるよう努力してまい

りますので本年もよろしくお願い申し上げます。 

武蔵西地区公民館では、高齢者学級の武渓学級と料理教室に加え、新たに各行政区代表の皆さんにも

公民館推進委員に加わっていただき、地区公民館と行政区の連携協調体制を構築して、西地区活性化の

ための課題解決に向けた取組みをスタートさせました。 

その取り組みが、所有者不明土地解消と抑止を目的とした法令改正がなされたことを受けて、私たち

の身近な問題の相続登記の義務化について、法改正の内容と相続登記手続き等の勉強会を昨年７月から

毎月継続的に実施しました。 

勉強会では、相続登記のほか、相続法の基本や相続税の節税対策等も併せて説明しています。相続登

記ができていない方はこの機会に相続登記について学んでいただければと思います。 

今後は、学校関係、地域団体等とも更なる連携強化を図り、コミュニティ形成のための施策を模索し

ていきたいと考えています。 

武蔵西地区公民館 館長 岩光信司 

東地区公民館長に就任して 8 か月となります。コロナ禍でいろいろな不安もありましたが、なんとか

文化事業、体育事業、健全育成事業と年間予定は計画通り進んでいます。そんな中、昨年１１月３０日

（水）には「公民館推進委員研修会」を開催したのですが、素晴らしい地区公民館活動をされている国

見町熊毛地区公民館の活動事例をお聞きすることができました 

 そこでお聞きした「人が集い 人が互いに助け合えば 人が育つ」という言葉が印象的でした。地域

性の違いもあり同じ事をやれるわけではありませんが、地区公民館はただ事業計画を進めていくだけで

なく、地域住民の課題に寄り添い、多世代の皆さんの活動の中心となりコミュニティの形成を進めてい

く事が地区公民館のあるべき姿であると自覚しました。 

 新しい年を迎え、来年度の活動計画を立てていかなければなりません。従来の活動だけでなく、多世

代の住民が集える新しい活動を始めていきたいと思います。 

武蔵東地区公民館 館長 矢野誠治 
 

むさしカルティバル 2023 
 

日時 舞台発表：２月２３日（木・祝日）9 時～13 時 

    作品展示：２月２２日（水）～２月２４日（金）9 時～17 時 

会場 舞台発表：武藏中央公民館セントラルホール 

作品展示：武蔵保健福祉センターロビー 
 

武蔵町の文化活動、スポーツ活動の振興と日常の活発化をはかるために「むさしカルティバ

ル 2023」を開催いたします。 

より多くの皆さんに、舞台発表・作品展示をご覧いただきますようご案内いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染防止のためにマスク着用・手指消毒などの感染防止対策にご

協力ください。 
 

主催  むさしカルティバル 2023 実行委員会 

共催  国東市教育委員会武蔵分室 

           武蔵中央公民館  

武蔵東地区公民館 武蔵西地区公民館 



 
 
 
 

期日 １１月３０日（水）  

場所 武蔵保健福祉センター 多目的ホール 

講師 熊毛地区公民館 館長 溝井浩二 氏 

「小さな分館の大演芸祭」と題して、熊毛地

区公民館の活動状況についての実践を紹介して

いただきました。当日は関係者３２名が参加し、

「公民館活動による地域間交流で、行政区をま

たいでの活動が芽生えてきた報告」や「公民館

活動と小学校との相互連携（協力）が大切で、

児童が活動に参加することで豊かな感性の醸成

にもつながる」、「小学校の統合後はどう連携し

ていくかが課題となっている」など、お話を聞

きました。なにより力を入れているのが「熊毛

地区大演芸祭」で、地区民の、地区民による演

芸祭には、毎年３５０人を超える参加があり賑

わっているそうです。 

令和５年度 

『６３４（むさし）塾』自主講座を募集 
 

主  催  国東市教育委員会 

対  象  一般市民 

開催期間  令和５年4月1日～令和６年3月31日 

開催場所  武蔵中央公民館ほか町内各所 

講座の要件 １．活動人数は５名以上であること。 

２．代表者は会員の中から選び、会員名簿を備えること。 

３．企画運営は自分たちで行うこと。（6回以上の学習計 

画） 

４．営利を目的とした活動はしないこと。 

５．特定の政党・宗教との間に利害関係のないこと。 

６．「むさしカルティバル」の時、作品展示又はステージ発 

表等協力すること。 

支援内容  ・施設使用料 

講座に使用する施設の使用料は半額免除とする。 

      ・施設予約 

       公民館施設の年間仮予約はできます。ただし、２ヶ月前

から必ず本予約をすること。 

申込み先  武蔵中央公民館 ℡0978-68-0094 

募集締切  令和５年１月２５日（火） 
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味
の
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編
集
後
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武
蔵
川
柳
サ
ロ
ン 

１
２
月
例
会 

敦
子 

選 

「
ポ
ー
ズ
」 

改
革
の
ポ
ー
ズ
ば
か
り
で
先
行
か
ず 

玲
子 

鼻
に
つ
く
際
立
つ
ポ
ー
ズ
自
己
顕
示 

和
幸 

軸 

反
省
の
ポ
ー
ズ
は
猿
も
真
似
で
き
る 

 

正
人 

選 

「
酔
う
」 

紅
葉
に
酔
い
し
れ
な
が
ら
山
路
ゆ
く 

宏
信 

酔
う
程
に
舌
峰
冴
え
て
世
相
切
る 

和
幸 

軸 

テ
レ
ビ
ご
し
ナ
ツ
メ
ロ
流
れ
酔
い
し

れ
る 

主

催

・

共

催

行

事 
元
気
で
ま
す
健
幸
教
室 

第
４
回
元
気
で
ま
す
健
幸
教
室 

期
日 

１
２
月
９
日
（
金
） 

 

場
所 

武
蔵
町 

講
師 

国
東
半
島
峯
道
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ 

内
容 

狭
間
新
池
か
ら
楽
庭
社
ま
で
の
約
５
キ

ロ
の
山
歩
き
を
楽
し
む
。 

  

武
蔵
探
訪
講
座 

第
３
回
武
蔵
探
訪
講
座 

期
日 

１
１
月
２
２
日
（
火
） 

 

場
所 

武
蔵
町 

教
善
寺 

講
師 

国
東
市
文
化
財
課
職
員 

溝
部
多
加
子 

先
生 

内
容 

武
蔵
町
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
今
市 

薬
師
堂
の
石
造
釈
迦
三
尊
像
に
つ
い
て
学

び
釈
迦
堂
を
実
際
に
見
る
こ
と
で
武
蔵
町

の
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
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女
性
学
級
ひ
ま
わ
り 

第
４
回
女
性
学
級
ひ
ま
わ
り 

期
日 

１
１
月
２
日
（
水
） 

 

場
所 

武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

講
師 

３
Ｂ
体
操
指
導
者 

 
 

梶
田
谷
京
子 

先
生 

内
容 

３
Ｂ
体
操
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
す
。 

 

第２回中央公民館運営審議会委員 

及び地区公民館推進委員合同研修会 

   

令
和
５
年
は
「
卯
」
年
で

す
。
卯
年
の
兎
。 

イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
「
ウ
サ

ギ
と
カ
メ
」
の
話
が
あ
り
ま

す
。
兎
は
自
信
過
剰
の
お
調

子
者
。
ウ
サ
ギ
は
、
自
分
が

負
け
る
わ
け
は
な
い
と
笑

い
、
い
ざ
か
け
っ
こ
を
始
め

る
と
ど
ん
ど
ん
先
へ
進
ん
で

い
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
引
き
離
し
、
余
裕
で
勝
て

る
と
思
っ
た
ウ
サ
ギ
は
、
足

の
遅
い
カ
メ
を
み
く
び
り
、

休
憩
が
て
ら
居
眠
り
し
、
勝

負
に
負
け
て
し
ま
っ
た
お
話

で
す
。
自
己
の
お
ご
り
か
ら

失
敗
を
招
か
ぬ
よ
う
に
心
し

た
い
も
の
で
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
い
ま
だ
に
衰

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
の
「
む
さ
し
カ
ル

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
は
、

開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら

も
、
「
講
座
の
学
習
の
成
果

の
発
表
す
る
機
会
が
な
く
あ

り
が
た
い
」
、
「
ま
だ
ま
だ
感

染
が
心
配
」
な
ど
の
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
催
者

側
も
状
況
を
み
な
が
ら
開
催

に
向
け
て
検
討
し
決
定
し
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
続

く
こ
と
を
踏
ま
え
、
主
催
者

と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
に

配
慮
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
す
る
皆
様
に
も
自
己
防

衛
の
感
染
防
止
対
策
を
心
が

け
て
い
た
だ
き
、
「
カ
ル
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
が
盛
会

に
開
催
で
き
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度
大
分
県
生
涯
学
習
実
践
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
分
市
） 

 

 

令
和
４
年
度
大
分
県
生
涯
学
習
実
践
大
会
が 

１
２
月
１
５
日
（
木
）
、
大
分
県
教
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
県
内
各
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
実
践
を
持
ち
寄
り
、

発
表
や
交
流
を
通
し
て
地
域
の
取
り
組
み
を
見
つ

め
直
し
、
優
れ
た
部
分
を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
た

な
手
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
学
校
、
家
庭
及

び
地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
行
わ
れ

る
教
育
活
動
の
充
実
に
関
わ
る
人
た
ち
の
資
質
の

向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

国
東
市
か
ら
は
、
国
東
市
地
域
婦
人
会
連
合
会

の
取
り
組
み
「
家
庭
で
取
り
組
み 

地
域
に
広
げ

る
ご
み
減
量
の
輪
」
と
、
国
東
市
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
「
地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も
育
成
」
が
実
践

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

武蔵探訪講座 教善寺本堂での講義 元気でます健幸教室 

健康レシピ「体成分析器で自分をはかろう」 
女性学級ひまわり ３Ｂ体操を楽しむ 

国東市地域婦人会連合会の実践発表 

研
修
会
の
様
子 

熊
毛
地
区
公
民
館 

溝
井
浩
二
館
長 


